
























































は0.9 1~2.4 8 n <Jであったと報告している。

われわれはディーゼル排ガス汚染の著しいチ

リ・サンチャゴ市で採取した大気粒子状物質に

ついてニトロアレンの検索を試みた (Tokiwa

ら、印刷中）。図 2示したように粗抽出物の中
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大気試料の高速液体クロマトグラフィー

と各画分の変異原性

チリ ・サンチャゴ市の大気試料 (a,b, 

c)と日本における大気試料 (d,e, f) 
の中性画分をZorbaxODS（溶媒、アセ
トニトリル／メクノー）レ、 80/20)で分

画した。

aとdはニトロビレンおよびニト ロフル
オランテンの標準物質。

bとeは試科の高速液体クロマトグラム。
cとfは各画分の変異原性。

性画分を上述の方法によってZorbax ODS 

カラムによる高速液体クロマトグラフィーで分

析した。溶出液は 30秒間隔で分画し、変異原

テストを行った（図 2C)。また日本で採取し

た大気試料について同様の実験を行った結果を

図 2d, fに示した。これらの結果から、

ジニトロピレン溶出相当画分に高い変異原性が

e, 

得られた。 したがって、大気中の直接変異原の

主体はジニトロピレンによる可能性が強いと考

えられる。

5・おわりに

ジニトロヒ゜レンの変異原性はサルモネラ菌に

特異的であるが、既知のニトロアレンの中では

最も高い変異原物質である。

がん性は明らかにされていない。

われわれの発がん実験によると、1,6-

ジニトロピレン 2mgをBALB/Cマウスの皮

最近、

下に接種すると、 5 0％のマウスが局所に著明

な腫瘍を形成し、組織学的には繊維性肉腫であ

ることを観察したが、同量の 1．ーニト ロビレン

接種マウスには発がん性が認められていない

（未発表）。
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給油所排水中の 1ーニトロ ピ レン

徳島大学医学部細菌学教室

1.はじめに

水圏の変異原検索のために、河川水，ノリ，

ワカメなどの海産物，魚貝類，フ゜ランクトンな

どをAmes法で調べたところ、TA1 O o株、

S-9無添加で変異原性が認められたが、含ま

れている変異原の同定のナ認めに分画していくと、

だんだんと変異原性が弱くなり、結局原因物質

の同定は困難であった。そこで、水圏を汚染す

る可能性があるものは何かを考えて、その発生源

を調べることにした。徳島市では、下水の一部

は汚水処理場に行くが、大部分は直接河川に放

出され、紀伊水道、太平洋へと流出する。給油

所の排水は直接下水道へ放出されることはなく、

各給油所に作られた油水分離槽に一時貯えられ、

油分はオイルパットで取り除かれ、水分だけが

下水道に出て行くことになっている。給油所で

は通常 1日50トンを越える水を使用していな

いので、厳しい排水基準値の適用は受けていな

ぃ。給油所によっては、時々変異原を排出して

いるのではないかと考え、 10カ所の給油所に

ついて、 2カ月ごとに 1年間、排水の変異原性

と変異原である 1ーニトロビレン (1-NP)

の定量を行った。

2.排水採取と定量方法

徳島市内の 5カ所の給油所と、市外の国道沿

いの 5カ所の給油所の油水分離槽の排水口から、

1回に 1~3.lの排水を採取し、ジエチ）レエー

テル可溶性の中性・酸性・塩基性画分に分画し

た。各画分について、 Salmonellat yp加ー

T邸 rium TA9 8株とTAIOO株とを試験

菌株として、37℃2 0分の前保温法を用いた

Ames試験を行い、 Aroe 1 or I 2 5 4処理し

大西克成 ・木内 武美 ・真鍋芳樹
脇坂和見 ・田原 功 ・秋本 茂

たラット肝のS-9画分 50節［を添加した場合と

無添加の場合とで変異原性を測定した。

1-NPの定量のためには、まずジエチ）レ ・

エーテル可溶性中性画分をZorhaxODSカラ

ムを用いた高速液体クロマトグラフ ィー (HP

LC)にかけ、移動相として 70％アセトニト

リルで溶出し、 1-NP溶出相当画分を分取し

た。その画分中の 1-NPを 1ーアミノヒ°レン

(1 -AP)に遠元するための反応液0.5咸と

して、 NADPH 2 μmal、グ）レコース 6一燐

酸2.5 μmol、グルコースー 6燐酸脱水素酵素

0. 5単位、燐酸緩衡液 (PH6. 8) 5 O μ mo l 

Bacteroides fragitisから精製したニト

ロレダクターゼI・(Ki nouch iと Ohnishi, 

1 9 8 3)、および 1-NP相当画分を、37℃

1 5時間保温した。エチル酢酸で抽出し、溶媒

を溜去した残漆を0.1咸のメタノールに溶解し、

再度HPLCに導入して、溶出した 1-APの

量を蛍光検出器で測定し、排水中の 1-NPを

定量した CKi nouch iら、 19 8 2)。

5．排水の変異原性と 1-NP含有量

市内では 19 8 1年 10月から 2カ月ごとに

6回、市外では 19 8 1年 12月から 2カ月ご

とに 5回排水を採取したが、一般に中性画分の

変異原性が高かった。中性画分の中では、1L 

の排水当りの変異原性が 1Q4 His十／プレート

以上の試料が、市内では全 30試料のうち 9試

料、市外では全25試料のうち 2試料であり、

給油所利用車台数が多いためか、市内の給油所

の排水の方が変異原による汚染の程度が大であ

った。試験菌株では、一般にTA98株の方が

高い変異原性を示し、しかもラット肝S-9無添
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加の時の方が高いことが多かった。これらのこ

とは、排水中にはフレームシフト型の突然変異

を起こす直接変異原が多いことを示唆している

ので、つぎには、多環芳香族炭化水素のニトロ

化合物の代表として 1-NPの定量を行った。

中性画分をHPLCカラムに注入し、 1-N 

P相当画分を、ガスクロマトグラフィー ・質量

分析法で分析して、 1-NPが含まれているこ

とを証明した (Ohnishiら、19 8 3)が、

1-NP以外の物質も含まれているため簡単に

は定量できなかった。したがって、前述のよう

に 1:--APに還元して、再度HPLCに導入し、

1-AP のヒ°ーク面積から 1-NPを定量した。

表 1 給油所排水中性画分の変異原性。 l-NP含有量およびTA98株による中性画分

全変異原性に占める割合

中性画分の変異原性
1-NP 

1-NPの中性

給油所 試料採取日 (His十／フ レ゚ート／£排水） (ng/i1非水） 画分全変異原性
TA9 8株日S-9 に占める割合像沢

市内
1 9 8 1. 1 o. 2 5 1 3,1 0 0 9 26 1 2.9 
1 2. 2 0 455,000 25,570 102 

A 198 2. 2. 7 41,300 2,020 8.9 
4. 2 5 8,750,000 12,600 0.3 
6. 6 3,000 33 2.0 
8. 22 519 < o.5 1 (0.2 

198 1. 1 0. 2 5 649 < 0.6 3 く0,17 
1 2. 2 0. 1,320 42 0.6 

B 1982. 2. 7. 4 87 28 10.5 
4. 25. 253 53 3 7.8 
6. 6. 2,820 244 8.2 
8. 22. 400 < 0.4 0 < o.2 

1 9 8 1. 1 o. 2 5. 567 5 2.8 1 6.9 
12. 2 0. 297 〈 0.50 < o. 3 

C 198 2. 2. 7. 1 6 1 く1.1 く1.2
4. 25. 66,600 560 1.5 
6. 6. 6,470 533 1 5.0 
8. 2 2. 11 0 < o. 3 4 < 0.6 

1 9 8 1. 1 0. 2 5. 22,700 433 3.5 
1 2. 2 o. 7,680 1,586 3 7.6 

D 198 2. 2. 7. 7,790 286 6.7 
4. 2 5. 200 10.2 9.5 
6. 6. 8,860 583 1 2.0 
8. 2 2. 180 < 0.3 6 (0.4 

1 9 8 l. 1 0. 2 5. 2 2,7 0 0 178 1.4 
12. 2 0. 357 く 3.0 く 1.5

E 1982 2. 7. 2,230 9 3 7.6 
4. 2 5. 182 く 1.7 く1.7
6. 6. 10,50 0 4 4 7 7.8 
8. 2 2. 8 90 く 0.4 (0.1 
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中性画分の変異原性 1 1-NPの中性

給油所 試料採取日 (His十／プレート／£排水） (g/-LN排P水） 画分全裟異原性
TA9 8株日S-9 n に占める割令紗a

市外
1 9 8 1. 1 2. 2 0 4,6 3 0 3 6 1 1 4.2 
1 9 8 2 2. 7 2,1 7 0 4 6 4 3 8.9 

F 4. 2 5 2,4 5 o 2 9 3 2 1 8 
6. 6. 3, 3 5 0 2 4 8 1 3 5 
8. 2 2. 1 9 5 (0.2 5 (0.2 

1 9 8 1. 1 2. 2 0 1,5 3 0 3 4.3 4.1 
1 9 8 2. 2. 7. 7 3 ( 1.0 (2.5 

G 4. 2 5 1 9 3 2 4.0 2 2.8 
6. 6 3,9 1 0 3 0 1 1 4.0 
8. 2 2 1,230 ( 0.4 4 (0.1 

1 9 81. 1 2. 2 0 3 7 4 ( 0.4 3 (0.2 1 
1 9 8 2. 2. 7 5 3 1 6.8 5 8.5 

H 4. 2 5 6 O 2 < 2 4.3 〈 7.3
6. 6 1,070 116 19.7 
8. 2 2 1 9 0 < 0.3 8 (0.4 

1 9 8 1. 1 2. 2 0 3 9,8 0 0 1 6 5 0.8 
1982.2.7 1,790 162 16.5 

I 4. 2 5 2 3 4 < 1 0.2 < 7.9 
6. 6 1,140 98.0 15.6 
8. 2 2 1 6 0 (0. 3 8 (0.4 

1 9 81. 1 2. 2 0 9 9,2 0 0 3 2 3 0.6 
1982. 2. 7 1,360 43.0 5.7 

J 4. 2 5 2,6 0 0 6 6 1 4 6.3 
6. 6 8 3 9 7 6 1 6.4 
8. 2 2 1,9 6 2 ( 0.3 6 (0.0 3 

a 1-NPn<JはTA9 8株、 (-)S-9で18 2 His十復帰変異集落数／プ レート を生 じるもの
と仮定して計算した。

（表 l) 1-NP含有量は、検出される試料で

は4.2...,.... 2 5, 5 7 O n~ / f,と幅広く、 1-NP 

が検出された市内の 20試料の平均が 2,31 2 

ng/¢、市外の l6試料の平均が 2l 1 nf / f, 

で、やはり 1-NP も市内の排水の方が多かっ

た。 TA98株、(-)s-9 による中性画分全変
異原性に占める 1-NPの寄与率は、計算上0.3

％から 58. 5％であった。 53試料のTA98 

株S-9無添加での変異原性と 1-NP含有量と

の間には正の相関が観察された (r=0.386、

P<  0. O 1)。

排水中の変異原物質としては、車に付着した

排ガス成分が洗車の際に出てきたものもあるが、

給油所によってばらつきがあることから、使用

済のエンジンオイルが油水分離槽に混入したも

のと考えられた。実際に、肉眼的にオイルが観

察された試料では変異原性と 1-NPの量が大

であった。

4.使用済エンジンオイルの変異原性と 1-NP 

含有量

使用済のエンジンオイルとしては、ガソリン

乗用車のエンジンオイルを 3,200担走った後

に採取し、その 30誠をソックスレーで 8時間

-56-

メタノール抽出し、ジエチルエーテルで中性、

酸性、塩基性画分に分けた。中性画分は、逆相

のMerckRP_l 8カラムを用いたHPLCで

分画分取し、同様に変異原性と 1-NPとを定

(TA 1 o O株S-9添加）に も未知の変異原

が含まれており、将来これらについても化学的

に明らかにされなければならない。

表2 使用済エンジンオイル中性画分のHPLC分画後の変異原性

His十復帰変異集落数／フ レ゚ート ／中性画分o.5叩相当

HPLC分画
TA98株

（→S-9 缶S-9

TAlOO株 TA98N碑 TA98/1SDNP6株

(-)S-9 缶 S-9 （→ S-9 （—)S-9

1.溶媒画分 296 (15.0) 32 (7 2) 161 (13.l) 37 (11.9) 3 31 (21.1) 281 (24.8) 

2. 極性画分 531 (26.9) 150 (336) 4 26 (34.9) 59 (189) 509 (324) 43 7 (38.6) 

3. diN噸分 886 (448) 82 (18.4) 370 (30.3) 60 (192) 5 92 (37.7) 215 (19.0) 

4 1-N噴分 215 (10.9) 11 2 (2 5.1) 213 (17.4) 42 (135) 98 (62) 154 (136) 

5. 非極性画分 4 7 (24) 70 (15.7) 5 2 (4.3) 114 (3 65) 41 (2.6) 45 (4D) 

総計(%) 1,975 (100吟 446 (100%) 1 2 2 2 Q. 00%) 312(loo吟 1,571 o.o⑳ 1132d0()%) 

量した（表 2)。分取は、溶媒画分、極性画分

di NP画分、 1-NP画分、 非極性画分に分

画して行った。

5.ぉわりに

まずジエチルエーテル可溶性中性、酸性、塩

基性画分の変異性を測定したが、排水の場合と

同じように、中性画分の変異原性が高く、 TA

9 8株、 S-9無添加の時は、 5.6 x 104His+ 

／フ レ゚ート／冠（オイル） という最高の値を示

した。

使用済エンジンオイルの中性画分をHPLC

で5分画したが、 1.:...NP相当画分のTA98 

NR株、(-)S-9での変異原性はTA98株、

(-) S-9の45. 6 %であり、 diNP 相当画分

のTA98/1.SDNP準、(-)S-9での変異

原性はTA98株、(-)S-9の24. 3 %であり、

それぞれ、 1-NP、diNPを含有している

ことが示唆された。実際に、 1-NP相当画分

は、もとのオイル 1戎当たり 138n1の1-NP

を含んでおり、 TA98株、←） S-9での中性

画分の全変異原性の0.45 %を占めていた。表

2からわかるように、極性画分、非極性画分
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排水中の 1-NPが環境中の細菌によって変

異原性が弱い 1-APに還元される可能性があ

る。油水分離槽には1.1 X 1 04~1. 3 X 1 0° / 

咸（平均2.5 X 105／叫）の細菌がいたが、す

べて好気性菌であり、 そのニトロレダクターゼ

活性は嫌気性菌に比べて低かった。実際に油水

分離槽の排水から 1-NPは検出されなかった

ので、排水中の細南によって 1-NPが 1-A

Pに還元されているとは考えられなかった。し

たがって、下水道に出た排水中の 1-NPが、

河川に出てどのように変化するのかは現在のと

ころまったく不明である。

エンジンオイルのHPLC di NP 画分の変

異原性の割合が高いことから考えて、発がん物

質である diNP の環境での変化、影響も重要

である（大西と木内、 19 8 3)。

以上の研究の一部は、文部省科学研究費補助

金、厚生省がん研究助成金、財団法人日産科学

振興財団の援助による ものである。
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ステンレス鋼溶接作業者の末梢

血液リンパ球の染色体について

労働省産業医学総合研究所 輿 貴美子 ・中西 良文
昭和大学医学部第二内科 八上 享司

1.はじめに

ステ ンレス鋼溶接作業では、ヒューム オゾ

ン等の有害物質および紫外線を発生する。ステン

レス鋼溶接作業により発生するヒュームは、Cr

Ni, Mn等の諸種の重金属を含んでおり、この

ヒュームが試験管内でハムスター肺由来のDon

株細胞の姉妹染色分体交換（SCE)頻度の増

加や強い染色体異常をひきおこすことが認めら

れている。 cKosh i, 1 9 7 9)一方、ステ

ンレス鋼溶接作業者には、咽頭がんが多発する

という報告 (Hedenst ed tら，1 9 7 7)や、

肺がんの発生が期待値の約 3倍であるという報

告 (Sjogren,1 9 8 0)もある。発がん作

用の認められているペンゼン， （Forniら，

1 9 7 1)や塩化ビニール (Heath ら，1977)

等に曝露している作業者、サイクロフォスファ

ミドなどの制がん剤に曝露している看護婦では

末梢血液 リンパ球の染色体異常頻度が高かった

り、 SCE頻度が増加することが認められてい

る。 (Norppa, 1 9 8 O)そこで、ステンレ

ス鋼溶接作業者の末梢血液 リンパ球の染色体に

異常があるかどうかを検討した。

2.対象および方法

(1) 被検者： 作業者44名は、常時ステンレス

鋼溶接作業（被覆アーク溶接および不活性ガス

シール ド溶接）を行っており 、時にはア）レミ

溶接も行っている。経験年数 5~20年、平

均 12. 1年、年齢は 25~4 7歳、平均33.5 

歳の男子である。対照者は 15名で、内7名

は同じ工場の事務系職員で年齢 30~4 0歳、

平均 35. 1歳の男子であり、残りの 8名は医

学部学生で年齢23~2 5歳、平均 23.8歳
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の男子である。なお、薬剤服用中のものは除

いた。 薬剤服用中のものは除いた。

(2) 作業環境； 溶接作業場は 19 7 4年に作業

環境が改善され、換気は局所排気および天井

ファンにより充分ぉこなわれているが、個人サ

ンプラーによって測定された曝露濃度は 5~

1 7 4叩／而と個人の間で大きな変動を示し

ており、作業による曝露量の変動も大きく 、

平均曝露量を測定することは困難である。作

業者は全員が防じんマスクを装用しており、

03に対しても活性炭フ ィルターを使用して

いるので、ヒュームの吸入は少いと考えられ

るが、個人曝露濃度に大きな差があるので、

マスクの漏洩などにより ヒュ ームの吸入を想

定できる状況である。

(3) 染色体分析法； 染色体の分析は被検者名を

伏せすべて番号で行った。 被検者の肘静脈か

ら採血した全血をフィトヘマグルチニンを含

む 10 %牛胎児血清添加MEM(minimal 

essential meduim )で72時間培養後、

増殖したリンパ球をギムザ染色し、染色体の

中期分裂像の構造を観察し、異常所見のある

ものおよび異常所見がなくても最低 8枚の写真

撮影を行った。染色体数は写真から算定した。

さらにSCE観察のためには、同上の培養液

2 0直 ／叫の 5-Brduを加え同様に培養

後、染色体をGotoら（ 19 7 8)の方法で

分染し、各人について 25個の中期分裂像を

写真撮影し、交換数を算定した。

(4) 臨床血液検査； 赤白血球、ヘモグロビン量

ヘマトクリット値，血液像， GOT,GPT, 

LDH, r -GTPは常法にしたがって検査

した。



3.結 果

SCE頻度の分析結果を図 1に示す。 作業者
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べて有意に大きい。平均値は作業者でわずかに

高いので、作業者群のみにSCE頻度が10を

こすものがみられる。染色体の構造異常の出現

頻度を表 1に示す。染色体異常を認めた人の数

からみた場合、 染色体異常をもつ中期分裂細胞

染色体切断、 染色分体交換の出現頻度に有意な

差が認められる。 作業者中に観察された分裂像

の70%以上が47本の染色体をもつものが2

名いた。これらの作業者の染色体数の分布を、

表2に示す。 47本の染色体の核型は図 2に示

すようで、また、頬部口腔粘膜細胞の約8%に

xークロマチンを認めた。 船．2の作業者では、
4 7本以上の染色体をもつ中期分裂像も若干み

られたが、過剰な染色体は核型からXによ るも

のと考えられた。

作業者群および対照者群共に、赤白血球数 ，ヘ

モグロビン量，ヘマトクリ ット値 ，血液像 ，

GOT, GPT, LDH, r -GTPにとくに

異常所見をもつものはなかっ た。
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ステンレス鋼溶接作業者の末梢血液リンパ球

の染色体について検討を行い、対照者と若干差

のある結果を認めた。

作業環境は 19 7 4年に改善され、作業者は

個人保護具を使用しているので、現在では集団

としての曝露量は少いと考えられるが、被検者

中には改善以前から作業しているものもあり、

また、呼吸保護具の効果は個人の装用状態によ

って著しく異なることがあるので、曝露量，ヒ

ュームの蓄積量は個人差があると考えられる。

試験管内実験の結果 (Kosh i, 1 9 7 9) 

からヒ ューム中の重金属中で最も染色体異常誘

被覆アーク溶

接から発生するヒュ ームでは易溶性であるが、

不活性ガスシールド溶接から発生するヒューム

ヒューム

の曝露による蓄積と体内での緩徐な可溶化によ

る長期にわたる影響も考慮する必要があると考

える。 Husgafvel-Pursiainenら(19 8 2) 

は、ステンレス鋼被覆アーク溶接作業者の末梢

血 リンパ球の染色体を調査し、作業者群と対照

者群の間に有意な差がなかったと報告 している。

前述したように本調査の作業者とは作業内容

が異なるので曝露したヒ ュームにも相異がある

ものと考えられる。

作業者群と対照者群について、 1日の喫煙本

数と SCE頻度との関係を検討したが、作業者

群における高いSCE頻度を喫煙量から説明す

ることはできなかった。

5.む す び

試験管内でハムスターの培養細胞 (Don)に

強い染色体異常やSCE頻度の増加をひきおこ

すステンレス鋼溶接ヒューム等に曝露している

ステンレス鋼溶接作業者の末梢血リンパ球の染

色体に異常があるかど うかについて検討を行っ

た。今回の調査では、対照者群の内容が必ずし

も十分とはいえないが、作業者群と対照者群の

間に染色体の構造異常出現頻度およびSCE頻

度に若干の差のあることが示唆された。また、作

業者中に46・ XY / 4 7,XXYの染色体所見を

示すものが 2名いた。なお、今後継続して調査

を行う予定である。

（謝辞 ；本研究に御協力頂きました産医研、鈴木

薫氏に深謝いたします。）
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日本環境変異原学会会則

第 1条 本会は日本環境変異原学会 (TheEnviron-

mental Mutagen Society of Japan i 

と称する。

第 2条本会は人間環境における突然変異原、とく

に公衆の健康に重大な関係を有する突然変

異原の研究を推進することを目的とする。

第3条 本会の会員は、正会員および賛助会員とす

る。正会員は本会の趣旨に賛同 し、 環境変

異原の研究に必要な知識と経験を有し、定

められた会費を納入した者、賛助会員はこ

の学会の事業を後援し、定められた会費を

納入した個人または法人とする。

第 4条 本会に入会を希望するものは、 1名以上の

評議員の」雅せん書とともに所定の申込書に

記入の上、本会事務所に申込むものとする。

第5条 会と』は毎年会貨を納入しなければならない。

次年度の年会費の額は評議員会において審

議し総会において定める。

第6条本会はその目的を達成するために次の事業

を行う。

1.年 1回大会を開催し、学術上の研究成

果の発表および知識の交換を行う。

2.焚励賞を設け、環境変異原の分野です

ぐれた研究を行い、 将来の成果が期待さ

れる研究者 （原則として会員）に授与す

る。

3. Mutation Research誌の特別巻を特

価で購入配布する。

4.国際顔境変異原学会連合に加入し、国

際協力に必要な活動を行う。

5.その他本会の目的を達成するために必

要な活動を行う。

第7条本会に次のとおり役員および評議員を置く 。

会 長 1名 庶務幹事 1名

会計幹事 1名 国際交流幹事 1名

会計監査 2名、 および評議員若丁名。

評議員は全会員の投票によ り選ぶ。

会長は評議員の互選によって定める。

庶務幹事、会計幹事および会計監査は会長

が委嘱する。

この他会長は必要な場合には会員の中より

若干名を指名し総会の承諾を得て、評議員

に加えることができる。

役員および評議員の任期は2年とする。

役員が同じ任務に引続いて就任する場合に

は2期をもって限度とする。

第 8条評議員会は会員を代表し、事業計画、経費

の収支、予算決算およびその他の重要填項

について審議する。

第 9条本会は年1回総会を開く。

唸会において会則の改廃制定、予算 ●決算

の承認、その他評議員会において審議した

重要事項の承認を行う。

第10条 本会の事務執行機関は会長および3名の幹

事をもって構成する。

会長は執行機関の長とな り、また本会を代

表する。

第11条本会の事務は磨年による。

第12条 本会に名誉会員をおく 。

附記
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1.本会則は昭和57年10月3日より施行する。

2.本会は事務所を

静岡県三島市谷田1,111番地に凶く。

3.正会員および賛助会員の会費はそれぞれ年

領3,000円および 1口20.000円とする。

ただし、 MutationResearch誌の特別巻

の配布を希望するものは、会費の他に別途

定める購読料を本会へ前納するものとする。



一編集後記ー一

昭和 57年 10月29日， 30日の 2日間にわたって修善寺町総

合会館で開催されました日本環境変異原学会第 11回大会の特集号

として 、 奨励賞受賞者のことば ・ シンポジウム • 特別講演につきま

しては「日本環境変異原研究」第 5巻第 1号に収録いたしました。

本号は上記大会の一般演題 10 3題の中から、 17題を収録させ

ていただきました。本号に掲載されました演題の選択につきまして

は、大会準備委員の方々の助言を参考にしながら、多分に編集者の

独断によるものであり 、その責は編集者にあることをお断りしてお

きます。他にも収録いたしたい演題が多数ありましたが、紙数の関

係で割愛させていただきました。ご執筆をお願いした方々には、ご

多用中の ところを本号のために原稿をお寄せいただき 、大変充実し

た内容になりましたことを厚くお礼申しあげます。

（黒田行昭）
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